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　電子系における非自明なトポロジーのバンド構

造の実現にスピン軌道相互作用が重要な役割を果

たしている。この場合スピン軌道相互作用はバン

ドを構成する原子によって決まっており、その制

御は容易でない。一方サブ波長人工構造体メタマ

テリアルにおいては注目する電磁波の波長よりも

小さな構造をデザインすることにより、光のスピ

ンと並進運動量の結合を自由に制御することがで

きる。今回人工構造による幾何学的位相を利用す

ることにより、光のスピンに依存した応答を実現

することができたので報告する [1-3]。

　図１はアーチ型の穴を周期的に金薄膜に配列し

た試料の SEM 像である。微細加工は収束イオン

ビーム（FIB）で行った。横方向の周期は 800nm、

縦方向の周期は 200nm である。図２は電磁場シ

ミュレーションで計算した右回り円偏光に対する

角度分解透過スペクトルである。透過の大きいモー

ドが右肩上がりに存在し、垂直入射であっても正

の方向に伝搬することが示唆されている。実際こ

のモードの電磁場分布をシミュレートしてみると、

金属薄膜に局在したモードが右回り円偏光では正

の方向に（左回り円偏光では負の方向に）伝搬し

ていることが確認できる。光起電力は右回り円偏 

光励起で負であり、このことは伝搬するモードに

よって電子が力を受け、起電力を発生し ているこ

とを意味している。
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図１: 試料の SEM 写真 図２: 右回り円偏光に対する角度分解透過スペクトル




